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教育センター所長によるインタビューで

様々なテーマについてお話を伺いまし

た。 

 

 

自分が何が苦手か不得意かはいくら

でも話せるんですけど、何が得意かを見

つけるのは昔も今も下手なんですよね。

自分の夢を見つける時に、自分はこれが

得意だから、好きだから、こうしたいって、

ポジティブな見つけ方が良しとされてい

て、機械いじりが好きだから自動車を修

理する人になりたいとか、真っ当な夢の

見つけ方に対してすごく憧れを抱いたし、

そうじゃなきゃいけないんじゃないかと思

ってたんです。だけど、僕は団体行動苦

手だから大きな組織でやっていくのは難

しいだろうとか、電車に酔う子どもだった

から遠くに通勤とか無理だろうとか、で

きないことならよく分かってたんです。じ

ゃあ何なら我慢できるのか、嫌なものか

ら引いていって残ったものを選べばいい

じゃないかって後で気づくんですけど、

当時はそういうネガティブな将来の見つ

け方ってあまり良しとしてない風潮で、苦

しんだ覚えがあって。今でも仕事をして

いく中で、そういうふうに物を決めていっ

てもいいじゃないかと思うんですよね。僕

も得意なこと、こういうことならやって楽

しいな、得意だなって分かるのは、大学

の後半からなので、当時の僕が、今の僕

のことをびっくりすると思います。「いや

分かんないもんだよ将来」、「自分が一

番なれない、ならないだろうと思ってたこ

とになったりすることがあるんだよ」って

いうのを、自分や自分みたいな人に教え

てあげたいって思います。 

名   称 開催日等 講師（所属／専門分野）・内容等 

第１３回響きあい 
教育シンポジウム 

７/２8（金）開催 

【動画配信】 

９/22～１１/24 

講師 遠藤
えんどう

 利彦
としひこ

 氏（東京大学大学院教授/発達心理学、感情心理学） 

北島
きたじま

 歩美
あゆみ

 氏（日本女子大学カウンセリングセンター専任研究員） 

テーマ 「子どもの自尊心を考える～乳幼児期から思春期・青年期の育ち～」

講演及び本市教育長と鼎談
ていだん

第２０回乳幼児期の
子育ち・子育て講座 

8/28（月）開催 

【動画配信】 

10/4～12/4 

講師 岡本
おかもと

 依子
よ り こ

 氏（立正大学教授/発達心理学・親子コミュニケーション） 

講演 「子どものことばに耳を傾けよう～心の育ちをみつめる～」 

令和５年度 
茅ヶ崎市教育講演会 

10/20（金）から

12/19（火）まで

オンデマンド配信

講師 ヨシタケシンスケ 氏(絵本作家） 

講演 「自分の居場所 探しに行こう」 

令和５年度 
幼児教育研修会 

1/12（金）開催 

【動画配信】 

２/16～4/15 

講師 須永
す な が

 美紀
み き

 氏（こども教育宝仙大学教授／保育学・幼児教育学） 

講演 「かかわりの中で育つ子ども～つながる心、広がる世界～」 

第20号 
令和 6 年 ４ 月発行 

教育センターでは、「教育研究」・「教育研修」・「教育相談」の推進をしています。 

【第 20号Ｃｏｎｔｅｎｔｓ】 
Ｐ.１   令和５年度「幼児期の教育・家庭教育」講座・講演会のあしあと 

Ｐ.１～５ 幼児期の教育 ふりかえり～14年目のあゆみ 

Ｐ.６．７  茅ヶ崎市小学校中学校創意工夫・研究作品展のお知らせ 

Ｐ.８    青少年教育相談室から 

令和５年度「幼児期の教育・家庭教育」講座・講演会のあしあと（４講座とも、動画配信もしました。） 

令和５年度茅ヶ崎市教育講演会

自分の居場所 探しに行こう 

ヨシタケシンスケ 氏

教育情報誌バック 
ナンバーのページ
からダウンロード
できます

幼児期の教育 ふりかえり ～１４年目のあゆみ 
令和５年度は上記の４講座・講演会が開催されました。今号では、その中から２つの講座の内容を紹介します。 

茅ヶ崎市教育センター 

子どもたちのために 

ともに教育環境を考える 

教育センターの教育情報誌 

編集担当／茅ヶ崎市教育センター 
所在地：茅ヶ崎市十間坂三丁目５番３７号 

研究研修担当（市青少年会館３階） 
☎ 0467－86－9965

  青少年教育相談担当（同館２階） 
☎ 0467－86－9963

https://www.city.chigasaki.kanagawa.jp/
kyouiku/1005049/index.html 

苦手なことは気づきやすいが、得意なこと

はどう気づきましたか？ 
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僕にとって絵本を作ることの一番のモ

チベーションっていうのが、子どもの頃

の僕が知りたかったことの答えを、当時

の自分に教えてあげるっていうのなんで

すよね。その頃は臆病だったし、怖がりだ

ったし、色々なことが不安で、ずっとモヤ

モヤしてきましたから。でも 40 歳にもな

ると色々なことが分かってきて、あんなに

心配しなくてよかった。ちっちゃい頃にそ

ういうふうに言ってもらえたら、もうちょっ

と気軽に悩めてただろうな。だから、先生

とか親とかが言うことあんまり真に受け

る必要なかったな、みたいなことが色々

出てくる。それを絵本の形で、当時の僕

に贈るというか、大丈夫だよ、どうにかな

るよ、というようなことを言ってあげたい。

教えてあげたいっていうのが、一番のモ

チベーションですね。当時の僕みたいな

引っ込み思案の、自分に自信のない子

はどの時代にも、どの国にもいらっしゃる

ので、そんな僕みたいな子に教えたいっ

ていうのはすごくありますね。

自信がなくて何が得意かも分からな

かったけど、得意なものが分からないま

までも大人になれるし、数少ないできる

ことの寄せ集めだけでもどうにかなるん

だよ。それは決して人から非難されるよう

なものじゃないんだよって、教えてあげた

いし、当時の自分と今の自分に言い聞か

せるために、僕はその「表現」ということ

をやっているんだな、と日々思います。 

びっくりしてます、すごく。僕の本は日

本人ぽい言葉がよく出てくるんです。何

とも言えないような、これどうやって翻訳

するんだろうみたいな言葉ばかりなんで。

僕自身、出る杭になっちゃいけない。イエ

スとノーでもないグレーな部分でどうに

か誤魔化せないかみたいな、日本人的

なところをすごく増幅させた人間である

自覚があって。だから、自分の本が海外

でも読まれるっていうのは、全く想定して

なかったので、いまだにびっくりするしラ

ッキーだったなと思うんですけど。ただ、

色々な本で取り上げるテーマが、あまり

その国とか文化に実は左右されてないっ

ていうところは、海外でもお声がかかる

理由の一つだったみたいで。「もう脱げ

ない」という絵本も海外で賞をいただい

て、その時のコメントで、「あなたの『もう

脱げない』という絵本は、面白かった。世

界中で子どもは服が引っかかってる。子

どもはみんな頭が大きいからナニジン

でどの時代だろうと、この現象は世界中

で起きている。ただそれを絵本にしようと

したのは、あなたが初めてだ」と言ってく

れたんですね。それを聞いてすごく嬉し

かったんですよ。 

当たり前すぎて、通り過ぎてるようなも

のが世の中にたくさんあって、その当た

り前すぎていちいち考えないほどくだら

ないこととされていることって、本当にそ

んなにくだらないものなんだろうか。どう

でもよすぎて皆、気にも留めてないけど、

これって実は面白いんじゃないとか、そう

いうことを見つけられた時、僕はニヤッと

嬉しくなるんです。世界の人にも、ニヤッ

としてもらえたのはすごく嬉しいし、国を

越えても、すねをぶつけると痛いし、お腹

がすくとしょんぼりするし、お母さんに褒

められたら嬉しいんですよね。 

だから国とか文化とかにかかわらず、

喜びとか悲しみとか、たくさんある共有

できる部分を拾っていけば、割とその国

境が関係なくなったりすることもあるん

だなっていうのは、思いましたね。 

ここは無理だな、ここは無理だなって、

逃げ続けて、ここならいいんじゃないかっ

ていうのが自分にとっての絵本作家だっ

た感覚がすごくあって。オアシスがあって、

そこを目指して見つけてきたっていうより

は、ちょっとでも居心地の良いところ、ま

しな部分、ましなところを探し続けて今が

あるような感じで。でも、居場所って基本

的にはそういうものじゃないのかなって

気がするんです。だから、それこそヨシタ

ケ家の家訓として、人生のピークは遅い

方がいいって、僕が唱えてるんですが、

それは何より僕自身が遅咲きの人間で、

色々やって、良い言い方をすると、右肩上

がりなんです。ずっと子どもの頃は辛か

ったですけど、ちょっとずつ自分の居場

所も自分の都合のいい場所に移動して

いけた感があるんで。大器晩成って便利

な言葉が世の中にあるし、大丈夫だよ。

まだ先が長いんだから、ちょっとずつ自

分にいいことを拾い集めていけばいい

んだよと。自分が見つけたものはなくな

らないから、自分の拾い集めてきたもの

を、自分の大事な場所にしまい、そこを自

分の居場所にすればいいんだから、み

たいなそういう感覚が大事な気がしてい

て。 

僕は、色々なことから逃げてきて、結果

的にうまくいったので、逃げていいんだ

よって言っちゃいますけど、それは努力し

て努力して戦ってきた人には、受け入れ

がたい世界感なんですよね。それはその

通りで、逃げちゃ駄目だって生きてきた

人は、そのことしかお勧めできないんで

す。でも、どっちの生き方が間違ってると

かは全然なくて、どっちが向いてるか、や

って楽しかったかってだけだったりするん

ですよね。 

それから子ども達に、今後伝えていか

なきゃいけないと思うことは、君達は今後

色々な大人達が色々なこと言うと思うけ

れども、それはあくまでもその人にとって

の成功体験なだけであって、それを君が

目指す必要はないんだよと。あくまでも

個人の感想、経験ですと。だからこそ

色々な人の経験を聞いて、40 歳で初め

て自分の居場所が見つかる人もいるん

だ。そういう中で自分はどういう道筋が

楽しそうかな、面白そうかなっていうのを

選べばいいわけであって、見本が一人

二人しかいないと、どうやらこの方法は

自分には向いてないぞとなった時にどう

していいか分からなくなっちゃうんです

よね。 

居場所っていうのはあるといいかもし

れないけど、なきゃいけないものでもな

いんだよ。居場所がコロコロ変わってる

方が安心できる、楽しいって人もいっぱ

いいて、自分の居場所が狭い方が落ち

翻訳された絵本が海外でも賞を受賞され

ています。海外でも評価されたことをどう

受け止めていますか？ 

自分の居場所はここだな、というイメージは

持っていますか？ 

作家として絵を描き続けること、作品を作り

続けていくことの意味や価値はどんなこと

でしょうか？ 
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着くって人もいるし、広くないと嫌だって

人もいるし。自分にとっての居場所って

いうのが、一つのイメージだけじゃない

んだよって、ごく当たり前のことを具体的

に、幾つ見せてあげられるかが、大人が

子どもにできることの、唯一最大のこと

なんじゃないかなって。具体例をたくさん

見せて、君達が自分にとって腑に落ちる

ものを選べばいいんだよ。ただ、システ

ム上、みんなで同じ方向向こうみたいな

こと言わなきゃいけないけれど、最終的

には、みんなバラバラの人生を歩んでい

く時に、色々なその例っていうのを見せて

あげられるっていうのがやっぱり大人が

できることの一番大事なところのはずで

す。 

自分に向いてることが見つかりますよ

うにっていうか、何かそれを祈りを基に、

一緒にやっていくっていうのが多分、親

子関係でもそうだし、学校、学年、先生と

生徒の関係でもそうだと思いますし。 

いつか居場所が見つかるといいなあ

と。ただ焦らなくて大丈夫だよ、あればい

いけど、なくてもどうにかなるというかね。

居場所っていうもののイメージみたいな

ものを、もうちょっとフニャフニャさせた方

が、安心して、目指せるんじゃないかなっ

ていう思いがありますね。 

最終的には色々な大人がいるし、色々

な人になればいい、だけの話ではあるん

です。一人で生きていけるようにしていく。

そのために何ができるかっていうのが一

つ学校としての究極の目標だと思うんで

す。平均点とか偏差値云々ではなくて、

一人で生きていく力を付けさせる。その

言い方として、君達は今後一人で生きて

いかなきゃいけない。そのためには、こう

いうことを知っておかなきゃ、できるよう

になっていかなきゃ、君達は大変な目に

遭うみたいに、なりがちだと思うんです。 

それはそれで全然間違いではないし、

そういうところで物を教えていく。色々な

選択肢を見せていくってことは大事だと

思うのだけれども。でも、生きる力みたい

なものを教えていく時の言い方って、実

はそれだけじゃなく、例えば、小鳥が何で

自分でえさを捕らなきゃいけないんだ？

お母さんがいつも捕ってくれればいいじ

ゃないかっていう時に、親が、いやそれは

無理なんだ。いつかお前は一人前になっ

て自分でえさを捕れるようにならなきゃ

いけないんだ。だから今えさの捕り方を

教えてるんだっていうのが、学校とか家

庭の役割ですよね。 

そのえさを捕れるように、鍛えていくの

も一つの方法なんだけれども、でも自分

が大人になって、もちろんご飯食べてい

くために仕事してるわけですけど、仕事

して当然楽しい瞬間もあるわけですよね。 

この仕事しててよかった。こういうこと

したくて僕はこの仕事を選んだんだみた

いな瞬間が多々あると。そういうものを

一つのモチベーションにする方法もあっ

て、やっぱりその子どもに、小鳥になぜこ

う自分でえさを捕れるようにならなきゃ

いけないのかっていうことを言う時に、自

分でえさを捕れるようになると、捕れた

時、めっちゃ嬉しいんだよ。捕ってもらっ

たえさよりも、自分で捕った方が100倍

おいしいんだと。だから捕れるようになっ

てごらんって言う。そういうモチベーショ

ンの与え方もあるはずで、そう言われた

方が、自分で捕ってみようかとなる子も

いるだろうし、自分でえさ捕れた時の楽

しさ、嬉しさみたいなことを、どうにか伝

えられないかなと。どうやったら次捕れる

かなって、色々考える場合だって結構楽

しいんだよ。チームでえさ捕ってみようぜ

とか、どの辺にいるかなとか、どうやった

ら調べられるかなとか、ワクワクしながら、

えさを捕れるようになった時に、生きてて

楽しいってなる。君達はこれから一人で

生きていかなきゃいけないけれども、一

人で生きていくのって楽しいんだよ。何

か一つ我慢しなきゃいけないことがある

かもしれないけど、そこさえ我慢すれば、

自分で自分のことを選んでいけるんだ。

それはすごく楽しいことなんだ。ワクワク

できるはずなんだっていうことを、具体的

に、親とか先生が子ども達にイメージさ

せてあげられれば、もうちょっとワクワク

できるはずで、やらなきゃいけないこと我

慢してあげてもいいかもなって思えるよ

うな、何かに繋がるような気はしていて。

勉強して色々嫌なことを詰め込んだ先に、

自分で何か選んでいける、そういう楽し

さがあるってことを言ってあげないと。パ

ソコンのソフトの使い方を覚えなきゃやっ

ていけないんでしょうみたいなことの先

に何があるのかっていうことを具体的に

イメージできるように言ってあげないと。

例えば、何で覚えなきゃいけないの先に、

ソフトの使い方を覚えて、仕事をちゃんと

終わらしたら、そのあとコンサート行ける

んだ、５時間かかってやってたところが２

時間で終わったら、残り３時間楽しいこと

が待っているんだよ、というような。 

生きていくってことは、辛いことだけで

はないんだよってことを、何でイメージし

てもらうかっていうのが、すごく大事なこ

となんだろうなあって思いますし、僕は絵

本作家として絵本でそれをできる方法を

探りたいと思います。日々現場で子ども

達と触れ合う先生方は、子ども達との関

わりの中で、そのことを大人として見つ

けていくということが、一つ先生方にでき

ることだし、僕は絵本を通じてということ

ですし。色々な業種の人が、それぞれの

持ち場を通して、「いや、結構楽しいぜ」

とか、「楽しい仕事もあるんだぜ」ってい

うことを、どうアピールしていくかっていう

のは、大事なことなんだと思うんですよ

ね。 

だから本当に色々大変なことも多い

中で、どうポジティブなところを拾い集め

て、ちっちゃなものでも拾い集めて、こう

愛でていくかというか、面白がっていくか、

共有していくかっていう、そういうちっちゃ

い、くだらないかもしれないけど、ちっち

ゃい楽しみっていうのは、絶対になくなら

ないんだっていうことを、確認し合ってい

くっていうことが大事なことだなと思うん

ですよね。 

そのために何ができるかって、生きて

いくことの希望をゼロにしないために、

どんな希望は最後まで消えないのか。ど

ういう好奇心は最後まで残るのかとか、

そういうことを大事にして、それがその子

にとってゲームなのか漫画なのかアイド

ルなのか、分からないですけど。一番自

分が盛り上がるために何ができるか、逆

に何を我慢しなきゃいけないのか、みた

いなことを、具体的に組み立てていくと

いうのが大事なんだなあと思いますね。 

子どもたちへ向けて考えることや物を作る

ことについてのメッセージ 
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【子どもを取り巻く環境】 

人間も動物も、環境と私達は切り離す

ことができない関係性ですので、子ども

が生活する環境を考えるというのは非常

に大事なことだと思います。 

この数年間は、何も気にせず、人と普

通にかかわれるという機会がとても制限

されました。改めて、子どもが小さいうち

から集団で育つこと、過ごすことは、どん

な意味があるんだろうということを教育

に携わる者として考えていかなければな

らないと思うようになりました。 

【これからの子ども達に求められる力】  

  これからの子ども達に求められる力

は以前と変わっていると言われています。

今まで予想しなかったことが起こる中、

自分で考えることはもちろん、周りの人と

協力して、問題や課題を解決していく力

を、どうやって子ども達の生活や保育、教

育の中で育てていくかというところが非

常に重要になっています。 

自分で考えて、他の人と協力したり、

解決策を考えたりするベースには、例え

ば忍耐力や他者とのコミュニケーション

力、社会性、自信、楽観性といったものが

あると考えられています。そのキーとなる

のが、子ども達が他者と一緒に生活する

ことと考えられ、「同年代の同じような状

況の子どもの集団は子どもの成長に影

響を及ぼす」と、最近の研究でも分かっ

てきています。 

私達は、子どもの教育・保育に携わる

者として、集団の中で子どもはどんな体

験をしているのか、どんなふうに育って

いくのか、小さい子ども達が一緒に生活

することの意味をしっかり考えた上で、幼

稚園や保育園、小学校、中学校、高校、大

学と進んでいくそのベースをどう作るか

を考えなければと思います。 

【かかわりの始まり】 

～大人とのアタッチメント～ 

一番大事にしなければいけないのは、

大人とのアタッチメントがきちんと築か

れるかというところです。最初は、主にう

ちの中で人と密接なかかわりをもちます。

そのうち子ども達同士、自分と同じような

他者と出会い、だんだんかかわりが広が

っていくわけです。 

その中で押さえておかなければいけ

ないことは、大好きな大人との関係性が

しっかりできることです。 

アタッチメントは、特定の対象との間に

築かれる愛情の絆と言われていて、この

理論を最初に唱えたボウルビーは、乳児

の欲求にタイミングよく適切な対応をし

てくれる人との間で生まれるものとして

います。 

アタッチメントというと、親と子の間を

イメージされるかもしれませんが、子ども

は柔軟で、保育の場に行けば、自分とか

かわってくれる先生との間に愛情の絆を

築きながら園の生活を送っていきます。

そういう意味で、園の中で毎日かかわる

先生方、保育者の方々は、子ども達にと

ってとても大切な存在です。 

大人との関係性の中でできていく大

事なものは、「他者への信頼感」と「自己

への信頼感」で、二つは表裏一体のよう

なものです。日々の生活の中で、子ども

が自分に信頼感を持てるようになること。

同時に、支えてくれる大人や一緒に生活

している人に信頼感を持てるようになる

こと、それらがとても大事であるというこ

とを意識しながら、私達大人がかかわっ

ていくことが、小さい時期には非常に重

要になります。 

そして、この信頼感を持てていること

が、友達とかかわりを深めたり、色々な

活動にチャレンジできたりすることに、だ

んだんつながっていきます。 

大人との関係は、世界の広がりを支え

る大切な軸となるのです。子ども達は大

人との関係の中でしっかり気持ちが整っ

ていると、あれは何かな、やってみたいな、

と外への気持ちを広げ始めるところがあ

ります。そうすると起こってくるのは、探索

活動といわれる、色々なものを自分達で

知っていこうとする活動です。 

そこを私達大人が、子ども達をサポー

トしていくことによって、自分がしたいこと

ができた、こういうことだったんだと分か

り、達成感を感じたり自信を持てたりしま

す。そして、自分なりに納得したり、学ん

だりしたことを、遊びや活動の中でどん

どん積み重ねていきます。 

【かかわりの広がり】 

～大人との関係から子ども同士へ～ 

子ども同士のかかわりは、０歳児から

見られます。他の

子どもに微笑みか

けて、相手も笑い

返す。離乳食を食

べる場面で、友達

がスプーンを落と

したのを見て、自

分も落としてみる

など、小さい子がかかわり合う姿は日常

的に頻繁に見られます。 

また、興味深いのは、他の子どもや場

面に共振することからつながりが見られ

ることです。 

例えば、一人の子が空を見てぐるぐる

回り始めると、一緒にいた子も回り始め

る。回ることから来る楽しさ、面白さで最

初に回った子が笑う。すると、後からの子

もやっぱり同じように笑いながら回り始

め、「なんか一緒に楽しいね」という、身

体の動きが同調することにより、共振し

てつながっていく、笑い合う場面というの

がよく見られます。 

言葉は関係なく、同じような年齢や月

齢の子が一緒に生活する保育の場だか

らこそ、他児との出会いがあります。他児

と同じ動きをする、そこから情動の共有

やつながりの芽が生まれてきます。 

一緒に歌ったり、子ども達が好きな絵

本を見たり、手遊びをしたりとか、楽しい

ことを共有する色々な場があることで、そ

こを楽しいと思い、何かあった時にそこ

にひきつけられるように戻っていくことも

あります。やはり自分の居場所は、楽しい

ことがあって、好きな人がいて、居心地の

いいと感じられる場所でしょう。 

同じような年齢の子が複数いて、保育

士がいて、一緒に暮らしていく集団があ

ってこそ、他者と一緒にいることの良さを

感じられる、そういった雰囲気のある場

所であることが大事だと思います。 

２歳半くらいになると、どんどん子ども

達はつながり始めます。友達を自分と同

じような存在だと分かり始めるので、一

緒に同じことをしたいと強く思うようにな

りますから、そこからトラブルになること

も結構あります。 

そして、遊びの中で友達とのかかわり

が盛んに見られるようになるので、子ど

も達同士気持ちをつなげるという点では、

相互に模倣しあってつながりあう所を、

私達大人がしっかり見てあげるというこ

令和５年度幼児教育研修会
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とが大事だと思います。 

他者とのかかわりや理解も、０歳や１

歳の時とは変わっていきます。 

前はおもちゃを奪い取ってしまって相

手が泣いてもどうしていいか分からない。

しばらくそこにたたずんで、そのまま踵を

返して自分の遊びに戻ってしまうという

ようなことがありましたが、２歳半すぎく

らいになると、相手がどう感じたか気に

するようになってきます。おもちゃを奪っ

てしまっても、しばらくしてからごめん、こ

れ使っていいよと返しに行ったりすること

が見られるようになってきます。 

このように、一緒に暮らすうちに、自分

のことだけではなく周りの人がどうなの

か、どう考えているのかを感じながら行

動するようになってくるのです。 

この年齢を通り過ぎていくと、だんだ

ん一緒であることが大事な時期がやっ

てきます。いつも同じメンバーで行動して、

同じ人と遊ぶようになったり、同じ物を持

っていること、同じことをするということが

すごく大事になったりします。 

一方で、一緒にいたいけれど、遊びた

くない場合も出てきます。例えば、いつも

のメンバーでは、お母さんごっこをしてい

るけど、私はボール遊びをしたいんだけ

どな。でも、遊ばないって言うと裏切り者

のように怒られたりするからどうしようか

な、といった悩みも生まれてきます。 

友達のことは大好きで一緒に居たい

けど、やりたいことが違う場面が生まれ

てくるのもこの頃からというのが見てい

てよく分かります。ですから、私達大人の

方も、好きだけどやりたいことが一緒じゃ

ない、ということも仲よしには違いないよ、

ということを色々な方法で子ども達に伝

えていってあげたいと思います。 

もう少し大きくなってくると、さらに友達

との関係性、仲間との関係性に、子ども

達なりの葛藤が芽生えるようになってき

ます。３歳児の事例をみてみましょう。 

３歳児を一言で言うと、万能感、有能

感にあふれています。自分は何でもでき

ると思っているので、ペットボトルの入っ

た段ボール箱を持ち上げていると、子ど

もが「自分が手伝ってあげる、やってあ

げる」と言ってくれる。本当はできないけ

れど、できると思って「やる」と言ってくれ

るわけです。 

この頃は、周りからの「素敵だね」、

「すごいね」って言ってもらえる、そういう

言葉に励まされて、自分が有能感を十分

に味わっている時期と思います。 

４歳児になると、できることとできない

ことが自分で見えるようになってきます。

自分はこうありたいんだけど、そうできな

いっていうことに苦しむとか、葛藤を感じ

る。４歳児くらいで実はそんなことを考え

ながら日々の園生活を送っているという

ことなんですね。 

それは、先生達に心の中の思いとして

吐き出される場合もありますし、自分の

中に秘めてどうしようかなと考えながら

生活している場合もあります。強いもの、

大きいものに非常に憧れるという所も４

歳児の特徴の一つといえると思います。

自分と他者が同じなのは楽しいが、違い

がきっぱりはっきり見えるようになってく

るというのが、このあたりの年齢です。 

すると、当然起こるのが比較ということ

になります。一人一人がもちろん違って

いいんです。けれども、違うことで自分が

どうなのかを考えざるを得ない、そういう

状況になっていく年齢です。 

私達かかわる大人が、その子の良さ

をどうやって見つけて、周りの人に知ら

せてあげるかが、大事なポイントではな

いかと思います。なおかつ、ここでそれぞ

れの良さがちゃんと周りの子ども達にも

伝わるようなクラス経営をすることで、も

うちょっと大きくなっていった時にクラス

の中での自分の役割や自分のできるこ

とを自分なりに考えて行動していく姿が

見られるようになります。 

そして、友達との間で理解がどんどん

深まっていきます。 

５歳児が友達と言いあいをした後に

部屋の隅に行ってしまったんですね。声

をかけようとしている友達を見て、ある男

の子が「いや、今は一人でいたいんだよ、

そっとしておかないと」と言う。 

５歳の子どもが、友達がそこに行って

しまった気持ちを考えて、こういう時はこ

うしてほしいだろうな・してほしくないだ

ろうなと考えて言える。そこまで子ども達

は就学前に育ってきているのです。 

また、「こういう自分になりたい」「こん

な自分はイヤだな」という気持ちもありま

す。小さい時からの積み重ねによってこ

ういう気持ちまで持てるように、子ども達

同士の中で育っていきます。 

【他者とのかかわりから生まれるもの】 

～新しいアイディア、広がる世界～ 

かかわりの育ちとともに、子ども達の

世界は豊かな広がりをみせるようになり

ます。 

「新しいアイディア、広がる世界」とし

て、仲間とともに活動をつくり出していく

という姿を見たいと思います。 

一般的に就学前の時期になると、グル

ープやクラスの中で協力しあうとか、役

割を分担しあうことが望まれます。また、

一つの目標に向かって見通しを持って自

分達なりに取り組むなどが期待される姿

といえると思います。 

イメージを共有したり、その共通のイメ

ージをどう実現して形にしていこうかを

みんなで考えたりする。そういった所も活

動の中で大事にされる部分ですし、ゲー

ムとか競争に取り組んで、喜んだり悔し

がったりするような姿も見られてくるとい

うのもこの時期の大きな特徴であるとい

えます。

保育園、幼稚園というのは、子どもと

かかわりながら、先生も一緒に、自分達

の知らないことがどうなっているのかを

自分達なりに探究して、その答えを見つ

けていくという営みを日々やっている場

所なわけです。そこをどう捉えて、子ども

達の世界を大人がどう意味づけてあげ

るかが重要であり、子どもの育ちにつな

がっていくのではないかと思います。 

友達と一緒にやるからこそ、広がって

いくもの、味わう世界があります。他者の

考えや気持ちに日々触れながら、生活や

活動の中で課題をどうやって解決してい

こうかをみんなで考えていくのが保育の

場です。ですから、先生も含めて、みんな

で一緒に一つのことを考え、色々なこと

をやってみて、こうしたらいいよねって生

み出していく。そうしたことを小さい年齢

の時期から大切にしていくことで、きっと

将来子ども達が生きていく世界の中で

その力が生かされる。生かされることに

よって、自分達が生きていく世界がもっと

よくなっていくという所につながっていく

のではないかと思います。 

乳幼児期の子ども達が一緒に過ごす

ことについて、大人があたたかい眼差し

で見守ってあげる。そんな大人が増えれ

ば増えるほど、子ども達の世界も充実し

たものになっていくと思います。 




